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問８ 架空送電線路の構成要素に関する記述として，誤っているものを次の(1)～

(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) アークホーン : がいしの両端に設けられた金属電極をいい，雷サー

ジによるフラッシオーバの際生じるアークを電極間

に生じさせ，がいし破損を防止するものである。 

 

(2) トーショナル

ダンパ 

: 着雪防止が目的で電線に取り付ける。風による振動

エネルギーで着雪を防止し，ギャロッピングによる

電線間の短絡事故などを防止するものである。 

 

(3) アーマロッド : 電線の振動疲労防止や，アークによる電線損傷，溶断

防止のため，クランプ付近の電線に同一材質の金属

を巻き付けるものである。 

 

(4) 相間スペーサ : 強風による電線相互の接近及び衝突を防止するた

め，電線相互の間隔を保持する器具として取り付け

るものである。 

 

(5) 埋設地線 : 塔脚の地下に放射状に埋設された接地線，あるいは，

いくつかの鉄塔を地下で連結する接地線をいい，鉄

塔の塔脚接地抵抗を小さくし，逆フラッシオーバを

抑止する目的等のため取り付けるものである。 
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問９ 次の文章は，送電線路における架空地線に関する記述である。 

送電線路の鉄塔の上部に十分な強さをもった    (ｱ)    を張り，鉄塔を通じて接

地したものを架空地線といい，送電線への直撃雷を防止するために設置される。 

図において，架空地線と送電線とを結ぶ直線と，架空地線から下ろした鉛直線

との間の角度 を    (ｲ)    と呼んでいる。この角度が    (ｳ)    ほど直撃雷を防止

する効果が大きい。 

架空地線や鉄塔に直撃雷があった場合，鉄塔から送電線に    (ｴ)    を生じるこ

とがある。これを防止するために，鉄塔の接地抵抗を小さくするような対策が講

じられている。 

架空地線

送電線
q

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

(1) 裸線 遮へい角 小さい 逆フラッシオーバ 

(2) 絶縁電線 遮へい角 大きい 進行波 

(3) 裸線 進入角 小さい 進行波 

(4) 絶縁電線 進入角 大きい 進行波 

(5) 裸線 進入角 大きい 逆フラッシオーバ 
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